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若い世代で子宮頸がんが増加 
 

子宮頸がんの罹患率は 20 代後半から急

増し始め、40 歳代で最も多くなります。  

子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の

出口に近い部分にできるがんで、おもな原

因はヒトパピローマウイルス（HPV）の感

染です。性的接触のある女性であれば

50％以上が生涯で一度は感染するとされる

一般的なウイルスです。まれに感染が持続

し、がんへと進行します。 

 

検診でがんになる前に発見できます 
 

早期の子宮頸がんは自覚症状がありませ

んが、検診でがん細胞になる前段階の「前

がん状態」で発見できれば、簡単な手術で

根治も可能ながんです。 
 

 

 

子宮頸がん検診は子宮頸部の細胞を軽く

こすり取り、がん細胞がないかを調べま

す。検査にかかる時間は 1～2分と短い時

間で、ほとんど痛みもありません。 

検診の方法は？ 

 

20 歳を過ぎたら定期的に検診を！ 
 

子宮頸がんは数年～十数年の「異形成」

と呼ばれる前がん状態の期間を経てがん化

するため、その前に見つけることが非常に

重要です。定期的に検診を受けることで、

この前がん状態で発見することができま

す。なお、月経中は正しい検診結果が得ら

れないため、可能な限り月経期間の日程を

避けて予約をしましょう。 

 

神建連国保のがん検診は無料 
 

組合員と 20 歳以上のご家族は無料で子

宮頸がん検診を受けることができます。

（乳がん検診も 20 歳以上、胃がんと大腸

がんは 40 歳以上の方が無料で受けられま

す）必ず基本検査を受ける必要があります

が、基本検査と別日でがん検診を受けた場

合も補助の対象です。 

★今年度は基本検査受診時に婦人がん検診

を受けていない方へ個別に通知を送付して

います。 

 子宮体がんについて 
 

子宮体がんは子宮頸がんとは原因も発症のメ

カニズムも異なります。子宮内膜に多く発生す

るがんです。内膜は月経によってはがれるので、

閉経前に子宮体がんが発生するのはまれだと言

われています。年齢別に発生率（罹患率）をみる

と、40 歳代後半から増加して、50 歳代から

60 歳代でピークを迎え、その後減少します。 

症状が進行していない後期の 

段階でも不正出血を起こすこと 

が多いので、少量でも出血があれ 

ばすぐに婦人科を受診しましょう。 

子宮頸部 

子宮体部 

0%

10%

20%

30%

40%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

年代別の婦人がん検診受診率

子宮頸がん2023年度

乳がん2023年度

子宮頸がん2022年度

乳がん2022年度

神建連国保健診データより作成

23年度は受診率が

上がりました！


